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「少子化」と言われてから大分年月が経ちました。子どもの数は減少

しているにもかかわらず、児童相談所初め、子どもに関する相談機関

に持ち込まれる相談件数は増えていると言われます。 子育て支援とか、

子育て世代を優遇した施策も多く耳にするなか、子育て世代も大きな

ストレスを抱え、その子たちも危機にさらされている面もあるので

しょうね。

先日、福井大学の友田先生の講演を聞く機会がありました。先生

は愛着形成のの障がいが脳の発育に及ぼす影響を科学的に実証する

研究をされています。症例や予測からのお話でなく、脳から放出さ

れる物質を突き止め、その影響により、私たちが先天的なものと考

えていた、知的な障がいや多動性行動障がいをも引き起こしている

という衝撃的なものでした。そこで私たちは愛着障がいを引き起こ

さないために先生がお話しされた3つのことを今一度確認したいも

のです。

愛着の三要素

① 目と目で向き合う。(スマホをずっと見ている)

② 手と手で触れあう。(感覚的な刺激をすること)

③ 子どもに微笑む。(微笑まないのは親のメンタルヘルスが心配)

愛着はボンドみたいなもので、うまく愛着形成することで親が子どもに

とって安定した安全基地、港になるわけです。船出していく子どもに何か

あったときはいつでも一時避難できる安全基地となってあげたいものです。


